
　時代

前1600
　　殷

西　　周

前770

春秋時代

前403

　戦国時代

貨幣の名称

一

ばい　　か貝　　貨

(物品貨幣)

布

刀

えん

爰

ぎ蟻

幣

幣

　　　銭

円形円孔銭

円形方孔銭

び
鼻

きん

金

せん

銭

･-aaa････l

古代中国銭の変遷

製造年

春秋期

〃

戦国末期

［魏］

［趙］

［西周］

［東周］

Ｅ
Ｅ 斉
燕

「
ｊ
「
Ｊ

［楚］

山梨中銀

　　　　　　　参　　考　　事　　項

真貝･･･西南太平洋・インド洋・東アフり力沿岸で採れ

　　　　る宝貝（子安貝）を貨幣として用いたもの。

|ﾖう　がい彷貝…他の貝殻、石、土、骨、銅を素材として、宝貝

　　　　の形に加工したもの。

布貨または布銭ともいう。

古代のスキ型農具「傅（はく）」を模して造られ、農耕

を中心とする地域で流通した。　　　　　　　・

刀貨または刀銭ともいう。ｇ

木簡などに文字を彫る小刀「削」を模して造られ、牧畜

を中心とする地域で流通した。

円貨は、楚を除く広大な地域で流通した。

主に布幣圈に属する国々で造られた。

　典字鐘・典屯赤金・典半折・
　俎字鎧・長短｡41iなど

繭・踏石

西局銭

支局銭

主に刀幣圏に属する国々で造られた。
　宝化・宝六化・宝四化・－ヒ

明四・明ヒ

[明四]

[共字銭]

　　　　　えいえん　　　　ちんえん表面に「郵爰」または「陳爰」などの文字模様がある金

の延べ板（秤量貨幣）で、純度は90％以上のものが多い。
最も早い時代の金貨であり、「爰」は重さの単位。

青銅貨。爰金の補助貨。

金融資料館

[蟻鼻銭]

／



時代 製造年 参 考 事　　項

[半両]

前221

秦

　貨幣の名称

①円　　銭

②

　半

1つ

謐

両 前２２１

統一前（戦国時代）に造られた円銭

ｏ円形円孔銭･･･重一両十二鋒

　　　　　　　　重一両十四蛛など

ｏ円形方孔銭･･･ Ⅲ
両
両
半

⑤

回診
帽右

　　　　　　　　［重一両十二蛛］

［両幽］

鋪（幽）とは、６蛛のことをいい、

両鍋で12鋒、すなわち半面をいう。

〈上貨〉金貨。重さ…謐（20両）

<下貨〉円形方孔の青銅貨で、表面

　　　に「半両」の表示がある。
　　　重さは１２妹（約7.5g）、

　　　半両２枚で１両（24鋒）の

　　　実質と名目が一致する実体

　　　貨幣。

前202

　箭

後９

新

漢

①楡

きよう

芙

銭

②八蛛半両
　六鋒半両
　四妹半両

③三
　五

　温

鋒
蛛
心

銭
銭
蛛

①大泉五十

　契刀五百

　一刀平五千

②小泉直一

③布

玄泉一十
幼泉二十

十
十
布

三
四
泉
泉
中
壮
十

前1

前1

前1

前1

前1

後
後
　
後

８

８

７

２

１

１

１

１

１

１

１

６

２

５

０

８

７
７
　
７

９

０

０

０

０

０

０

民間に鋳造を許した貨幣。
表面に「半両」の表示はあるが、その重さは1.5g前後で、

最も小さいものは0.4gほどしかなかった。

表面に

表面に
表面に

表面に

表面に

｢半両｣
｢半両｣

｢半両｣

｢三條｣

｢五條｣

の表示。

の表示。

の表示。

の表示。

の表示。

重さ8蛛
重さ６蛛

重さ４鋒

重さ３蛛

重さ5蛛

五條銭50個と等価。

大泉に刀をつけた形。
五條銭500個と等価。

契刀に金文字を記入したもの。

五條銭5000個と等価。

これを１銭とし、契刀・一刀平

および従来の五條銭を廃止。

実体貨幣

[布泉]

戦国時代の布幣の模造、次の10種がある。

[五鉄]

‐
‐
‐
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
－
・

�
漁
〕
掻
疆
乗

［
契
刀
五
百
］

こ



時代

後25

　後 漢

後220

三国時代
　(観菊呉)

両 晋

五胡十六国

南北朝時代

貨幣の名称

④貨

　貨

泉
布

五鋒銭

［蜀］
直百五鋒
直　　百

蜀五鋒

［呉］
大泉五百
大泉当千
大泉二千

[西晋]
太平百銭
五株銭

[成漢]
安平一百
漢

[後趙]
豊

[前涼]
涼造新泉

〈Ilil一朗〉

　［宋］

蛛
株
四
五
孝

［梁

五

］

蛛

銭
銭
建
一
　
銭

製造年

１

１

４

４

４０

２１４

２

２

３

３

６

８

３０４

３３８

３３０

３０２頃

４

４

４

３

４

５

０

７

４

５０２

　　　　　参　　考　　事　　項

小布一百・玄布二百・幼布三百
序布四百・差布五百・中布六百
壮布七百・第布八百・次布九百
大布黄千

[/j怖一百]

実体貨幣（重さ５鋒）

戦国時代の布幣の模造、貨泉25個に相当。
大泉五十・小泉直一を廃止。

　　　　　　　　　　　　　　　　［貨泉］

貨幣制度を旧に復し、前漢武帝

以来の五條銭の鋳造を開始。

五條銭100個と等価。

裏面に４妹の表示。

[直百五條]

ＸＳ／

[:太平百銭]

[孝建]

つ



時代

後589

　　隋

後618

　　唐

貨幣の名称

［陳］
太貨穴蜂

＜北　朝〉
　［北魏］
　太和五鋒
　北魏五鋒

　永安五鋒

[北斉]
常平五條

[北周]
北周布泉
五行大布
永通万国

五鋒銭

開元通賓

乾封泉賓

乾元重賞

大厦元賞

［l］1.趙顧友llrコインの歴史」

　　　して作成。

製造年

５７９

４９

５１

５１

５

０

３

５５３

５

５

５

６

７

７

１

４

９

５８１

６２１

６６６

７５９

７９６

五條銭

ガ
が

参 考 事

[永安五條]

当10銭（五條銭10個と等価）

旧銭の流通を廃止し、漢以来

の伝統ある五條銭を鋳造して、

標準貨幣とした。

項

[常平五妹]

ヨ甦

[五行大布]

[五蛛]

１両は24鋒という従来の関係を否定し、１両は１銭（1文）

10枚の十進法に改めた。

開元通貫は、後世中国および周辺諸国における貨幣の規

範となり、わが国初の本格的貨幣「和同開珠」も、この
貨幣がモデルである。

[開元通貫] [乾封泉賓] [乾元重責]

B隷鯖韻勤「日本貨幣カタログ」、観官Ｈ「東洋古銭図録」等を参考と

2.ゴシック体は、固有の貨幣名称を表す。

3.隋までの貨幣を「古文銭」といい、唐代の開元通賓以降のものは「歴代銭」と呼ぱれている。

ダ



年代 北アジア

アジア諸国関係年表

　　　中　　国 朝　鮮

匈　奴

鮮　卑

柔　然

高　車

旧石器時代

。回|

新石器時代

(仰詔･膠山文化)

殷

西　　周

春秋時代（東　周）--－
戦国時代

W

前　　漢
衛氏朝鮮

う
一－一

韓後　　漢

i石zz　　三国時代

高

句

麗

百

済

~こ追白1 東晋

（北魏）　南北朝時代　（宋）

突　販
ー七

ｒ阿

　新

　羅
へ

　高

　麗

唐 励

海

一一
契霜

一

　ウイグル

/
　キルギス

契　丹

五代十国

「＋、/」1･4-､X

(遼) 西

夏

ふX･iしふノ

(金領)
南　宋 　金

ノ苓ンコ勺し
　　　　　　　　　　　　　　一
冊Ｊ　　　　　　　　　　７Ｃ
゛ILJ/U

日本

仁
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昔のお金の様式

　円形方孔は「天と地」

　天下統一を果たした秦の始皇帝は、貨幣の統一を手掛け、「半両銭」と呼ばれる「円

形方孔銭」だけを流通させることとしました。

　これ以降、中国の貨幣は、悉く円形方孔銭を貨幣様式として採用していきました。

また、周辺諸国の日本、朝鮮、琉球、安南（ﾍﾟﾄﾅﾑ）においても、中国銭に倣って、多くの

円形方孔銭が造られ、これが銭貨様式として永く引継がれていったのです。

　このような流れを持つ円形方孔銭の「円形と方孔」の意味合いは何かというと、定説

はありませんが、諸説の一つに「天地説」があります。

　中国では、古くから円形は動的なものーすなわち「天」、方形は静的なものーすなわ

ち「地」とする思想があり、円形方孔は、その組み合わせであって、「天と地」を表わ

しているというものです。

　古代中国においては、王権を象徴するものに、三種の玉器と

称するものがありました。

　　　　　　　　へき　　えつ　　そうこれらは「玉璧・玉戴・玉綜」と呼ぱれ、それぞれが王権を象

徴する経済・軍事・政治に対応するものでした。

　玉置は、玉で作られた薄い環状の物体であり、また、玉戴の

　「畝」は、マサカリのこといいますが、玉で作られたものでは

なく、玉は美称です。

そして、玉諒は右の図のように、中央に円孔を持つ立方体の玉

器ですが、方形は大地を、中央の円孔は天を表わしています。

　銭貨の「円形方孔」は、まさに王権の象徴である玉器「玉綜」

における「方形円孔」を逆転させたものと言えるのです。

　円形方孔銭が、天地の組み合わせであるという

説を紹介しましたが、正確なところは不明です。

　しかし、「外円内方」の組み合わせは、実に絶

妙のバランスを保っており、中国人の持つ感性の

豊かさを如実に示していると思います。

　そして、この形が永く銭貨に継承され、東洋型

貨幣の特徴となり、また、伝統となっていったの

です。

山梨中銀

[玉綜]

天

大地

s
I
I
I
I
I
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
』
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
｀

一
一
－
｀
″
―
－
一
擲
一
一

Ｉ
｀
一
－
一
｀
Ｉ
l
l
s
l
l
s
l
l
Ｉ
一
一

・
一
一
Ｉ
｀
一
－
一
｀
－
一
｀
Ｉ
゛
－
″
｀
・
一
一
馨
・
一

金融資料館
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710年

794

1192

1338

1573

1603

●－

カ月玉田ａ）

◆金気
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貨r

山梨

と

708年

958

心金艮万詣r

和同開珠

乾元大書

末銭の輸入

明銭の輸入

1636

1670

中銀 金融

C乙）

■●●■ 1 ● 皿 ● l

坏厖大

◎
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(永楽通盲)

寛永通貫

渡米銭の
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甲州金制度化
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小判金の種類

名　称 鋳造開始
品位
(金：銀)

量　　目 鋳造量 特　　　　　　　微

慶長小判金 慶長６年
(1601年)

８５７：１４３ 17.73g 14,727,055両

光次の書体が他と異なる。

江戸座・京座・駿河座の三座によって鋳造さ

れた。

元禄小判金
元禄８年
(1695年)

５６４：４３６ 17.81g 13,936,220両 背に｢元｣の極印があり、｣　・ｊ　・
元字に長元･短元がある。(

j?tj)

゛

⑥
･

宝永小判金
(乾字小判)

宝永７年
(1710年)

８３４：１６６ 9.34g 11,515,500両 背に「乾」の極印がある。　艦

正徳小判金
正徳4年M
　(1714年)

８５７：１４３ 17.72g 213,500両
慶長小判に似7:いるが、を-きし訟岨

光次の書体が異なる。　　ｙ　　なっている．

享保小判金
正徳4年H
　(1714年)

８６１：１３９ 17.78g 8,280,000両
慶長小判に似ているが、‘）←離れている．
光次の書体が異なる。

栽

佐渡小判金
(佐宇小判) 不　明

８６１：１３９ 17.78g 不　明 背に「佐」の極印がある。痔）

元文小判金
(真文小判)

元文元年
(1736年)

６５３：３４７ 13.00g 17,435,711両
背に真書体の「ﾆ交」の極印　吃

がある。　　

活）

文政小判金
(草文小判)

文致２年
(1819年)

５５９：４４１ 13.07g 11,043,360両
背に草書体の「文」の極印
がある。　　　　　　　　

感）

天保小判金
(保字小判)

天保８年
(1837年)

５６８：４３２ 11.20g 8,120,450両 背に「保」の極印がある。
㈱

安政小判金
(正字小判)

安政６年
(1859年)

５７０：４３０ 8.97g 351,000両 背に「正」の極印がある。④

万延小判金
(雛小判)

万延元年

(1860年)
５７４：４２６ 3.30g 625,050両 とくに小型。

天保五両判金
天保８年
(1837年)

８４２：１５８ 33.75g 172,275両 背に「保」の極印がある。
㈱

［注］日本貨幣商協同組合発行の「日本貨幣カタログ」により作成した。

山梨中銀 金融資料館
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士両の値打ち

『１両は、今のいくらに相当するのか?』

落語に

そ

１文の値打ち

１両の値打ち

一

一

一

400円÷16文

よく聞かれる質問です。

金融資料館
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まず、はじめに１文の価値を計算します。

　　現在「かけそぱ」は400円位ですから、

l.||－||－l●・|●－||・ll■||■||■||■||■||■||■||■||－||■||－¶●働II●

しかし、「昔何両のものが、今いくらだから、１両は何円に相当する」と、簡単に明快な

回答が示せるものではありません。

　なぜならば、当時と現在とでは、産業構造や生活水準が著しく変化し、これに伴って比

較基準となる物の相対的な価値も大きく変わっているために、厳密な値打ちを知ることは

不可能に近いといえます。

　こうしたことを理解していただいたうえで、便宜的にその値打ちを示したいと思います。

　　　　　　　　　liaし　　　　　　　　　　　　　　ニ　ハ　子
“二八そSrの噺がありますが、‘二八そぱsとは、２×８

の代金が16文であることから、こう呼ばれたのです。

この“二八そば’は、現在の「かけそぱ」に相当しますが、その代価は江戸時代を通じて

ほぼ16文に一定していたようです。

こで、これを基にして、１両の値打ちをみることにしましょう。

すなわち　２５円　になります。

こなります。

次に、１両の価値をみますと、

　　１両は、4､000文（４貫文）に相当しますから、

25円×4,000文

すなわち　１ ０ ０，０００円　|;

　　　　　--------一一一---一一一一-

　しかし、この10万円という値は、あくまでそばの値段との比較であり、さらに当時は、

そぱを外で食べること自体がー-般的ではなく、どちらかといえば贅沢なことであったこと

から、10万円であるとはいっても、現在の価値より高価値であることだけは確かです。

山梨中銀
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私たちの日常会話の中で、「そんなものに

山梨中銀

戈ﾆ」

･Ｓ

心 の「びた」は「鮨」と書き、質の

そん

もの

な

には

･S

//

は、ぴた一文払えない」とか「これ以上は、

びた一文まけられない」という表現が使われますが、

悪いお金という意味です。

　この言葉は、日本が中国から「おかね」を輸入して使用した

「渡来銭」の時代に使われるようになりました。つまり、貨幣

需要の高まりに対応して銅貨を輸入してきましたが、室町時代

に入りますと、国内の商品取引の活発化に伴って、渡来銭だけ

では足りなくなり、有力な領主や地方の豪族、大商人等の手に

よって、渡来銭を模造する私鋳行為が盛んになってきたのです。

　こうした私鋳銭は、渡来鉄で取った型や真似て彫った型を母銭にして鋳造されましたが、

中には、本物の中国鉄と見紛うほどの出来栄えで、本物と同様に使われたものもあったよ

うです。しかし、大半は品質や見掛けが悪く、鋳造技術に優れ美しい渡来銭が「良銭」と

か『精銭』と呼ばれたのに対して、「悪銭」や「剱銭」と言われて嫌われました。

このため、鮪銭は取引の際に受取りを拒否されたり、割増を要求されたりしましたが、こ

のような行為はr撰銭』（えりぜに､よりせん､せんせん）と言われました。

　現在では貨幣の私鋳は、通貨偽造の罪に問われますが、当時は国全体に通用する公的な

貨幣が造られていませんでしたので、こうした私鋳を罰する法律はなく、犯罪行為にはな

らなかったのです。むしろ、貨幣の不足分を補ったという意味では、経済取引の円滑化に

貢献したという見方もできます。

　それから時代は下り、江戸時代の後期になりますと、幕府の発行した鉄製の一文銭（鮪

で騰勧れた「印鑑」も､このｎに入ります）が、銅の一文銭と対比して「剱銭」と呼ばれました。

　　［注］本資料は日本銀行金融研究所「貨幣博物館」の資料から作成。

金融資料館　･一一
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　春秋時代から戦国時代にかけて流通した「布幣」や「刀幣」は、戦国時代

の末期に入ると、次第に円銭へと変化していきました。

　こうした中で、統一前の秦では、円形円孔銭の「重一両十二鋒」や「重一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りょうし両十四鋒」、また円形方孔銭である『両幽』『半両』が造られました。

これらは、ともに「１両＝24蛛＝240衆」という量目体系に基づいて造られ

た貨幣でした。

　因みに、『重一両十二蛛』は１両半を意味し、「重一両十四蛛」は、10枚

　　　　　　きんで16両＝１斤となるように造られた貨幣です。また、「両幽」や『半両』も

量目を表わしています。両幽の「鋪」とは、６蛛を意味する文字ですから、

両幽は２つの「鋪」－すなわち12蛛（半両）を表わしており、『両幽』と

　「半両」は、表現は異なっていても、同一量目の貨幣であるといえます。

　　　　　［重一両十二鋒］　　　　　［両ｉと半剛

　やがて、戦乱の世を統一した秦は、円形方孔の実体貨幣である「半両銭」

を以て、貨幣の統一を手掛けるところとなりました。

　この『半両銭』は、次の時代の前漢にも引継がれましたが、次第に小型化

して名目貨幣となり、やがて、両の下位単位である「三昧」や「五昧」など

の銭銘を持つ貨幣へと発展していきました。

　以後、隋代に至るま､で、諸国において「五昧」を銭銘とする貨幣が、基本

貨幣として、永々と造り続けられていきました。

　このように秦から隋までの長期間に亙って、量目が銭銘として用いられて

きましたが、これが銭面から消えるのは、『開元過賞』が造られた唐代です。

唐代以降、量目が銭銘に用いられることはなく、「開元運賃」を規範として、

○○通貫・○○元賞といった貨幣が、中国国内の国々ばかりか、日本・朝鮮

・安南（ﾍﾞﾄﾅﾑ）・琉球などの周辺諸国においても、数多く造られていきました。

　わが国初の流通貨幣といわれる「和同開坏」も、このような背景のもとに

造られた貨幣の一つです。
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　さて、わが国では、和銅元年（西暦708年）に「和同開珠」が鋳造されて

以来、２５０年の間に『皇朝十二銭』という12種類の貨幣が鋳造されました。

　しかし、この皇朝銭は、改鋳のたびに銭貨の質を低下させたり、新銭１に

対して旧銭10の割合による交換比率を定めたことなどから、やがて民衆の間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もみに銭離れが起こり、10世紀末には皇朝銭の鋳造が停止され、再び籾などの物

品貨幣が使用されるようになりました。

　平安末期（12世紀ころ）以降になると、農業生産の増大や軽工業の発達に

伴って、銭貨の需要が急速に高まりましたが、当時は皇朝銭の鋳造が停止さ

れていたため、主に日末貿易を通じて流入した中国銭（主に北末銭）が、わ

が国の貨幣として使用されるようになりました。さらに、室町時代にも大量

の銅銭（主に明銭）が流入し、外国銭を自国の貨幣として使用する「渡米銭

の時代」が、江戸時代の初期まで続くこととなったのです。

　この間、戦国時代の後期（16世紀ころ）に入ると、戦国大名による商業振

興策や城下町の建設を背景にして商工業が発達し、高額貨幣の需要が増大し

ました。各地で、戦国大名による積極的な鉱山開発が進められたことから、

金銀の生産が最盛期を迎え、多くの金銀貨が造られました。

　しかし、これらは、いずれも重さが価値を表す「秤量貨幣」でした。

金は、当初砂金の状態で使用されていましたが、やがて、碁石状や延板状の

ものへと変化し、最終的には、一定の量目や金額を表した「計数貨幣」へと

発展していくのです。

　こうした過程で、計数貨幣の画期的な制度を確立したのが、甲斐武田氏の

「甲州金」でした。甲州金は、「甲金」または「甲判」とも呼ぱれ、次のと

おり７段階に及ぶ体系的な量目（貨幣）単位を持っています。

″

■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ

１両
一

一
４分

　－　－

＝１６朱＝

６４糸目＝１

３２朱中

２８小糸目
一

一 ２５６小糸目中

　この体系の基となった「両」は、前述したとおり「１両＝24蛛」という

中国の秤量単位です。わが国には、すでに大化以前に中国から伝えられてい

ましたが、のち鎌倉時代後期に四進法の京目が起って「１両＝４分＝16朱」

・
゛
－
｀
一
Ｉ
゛

）



の単位が確立し、やがて本来持っていた量目の意味合いが薄れて、金銀貨幣

の単位呼称になったといわれます。

　甲州金の量目は、この「１両＝４分＝１６朱」

を基礎として、二進法の「朱中・糸目・小糸目

・小糸目中」の単位を加えて体系化したものと

推定されます。

　この量目体系に基づいて、各種の円形または

方形の金貨が鋳造されていますが、甲州金も古

くは碁石金、延金などの形態を持った秤量貨幣

であったものと推定され、その後、鋳造技術や

秤量技術が進歩するに伴って、次第に計数貨幣

化したものと考えられます。

　こうした甲州金に関する制度や発達の過程は、

その実態を書き記した文献が少ないため、なお

不明な点が多く、探求の余地を残しています。

四部馥

[甲州金]

　武田氏滅亡（天正10年）ののち、徳川家康は、甲斐の完備した民政方式と

ともに、甲州金の制度を江戸幕府幣制の中に踏襲したことで知られています。

甲州金の貨幣単位のうち、両、分（１両の1/4）、朱（１分の1/4）の単位

が、江戸幣制の金貨単位として受け継がれたのです。

　また、甲州金は例外的な地方貨幣として、甲州国内における通用とその後

における鋳造を認められました。

＜余録＞　　　　　　　「糸目（ぃとめ）」とは

　甲州金の一つで、朱中（しゅなか）の２分の１に当たる金貨。17｀分５星に

相当します。

　糸目と名付けられた由来は、「昆陽漫録」に「糸目ノ事ハ、其姶メ武

田時代ヨリ布役トテ、木綿布壹反二七分五厘収ム、是ヲ糸目運上卜云フ

ユヱニ、七分五星ノ事ヲ糸目卜云ヒ習ハセリ」の記述があるとおり、

武田時代の布役の額から採られています。　（古銭語事典より引用）

１

／ヅ
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甲州金の仕組み

1朱

へ

1朱

J
1朱

1朱

朱中

一朱中

甲州金の種類

山梨中銀

糸目

-糸目

金融資料館

小糸目

-小糸目

小糸§中

一
小糸目中

それ以外を「新甲金」と

s●ll●n・｡1
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／

種　　　別 特　　記　　事　　項 金品位

古　甲　金 武田氏の時代から元禄の改鋳以前に鋳造された甲州金の総称
で、１００種以上の種別があり、品位は高い。

８１～

　８３％

新　甲　金

甲安中金 宝永４年（1707年）柳沢吉保が元禄金に準じて改鋳したもので、
１分・２朱・１朱の３種があり、品位は低い。

裏面中央に「案」、その下に「安」の極印があり、甲下安金

とも呼ぱれています。

６０％

甲安今吹 宝永７年に元禄金が宝永金に改鋳されるにおよんで、翌８年
　（正徳元年・1711年）、宝永金に準じて改鋳されました。
その種類は、１分・２朱・１朱の３種で、裏面の極印が上部
に移動し、「安」の字が中央に位置したことから、甲中安金
とも呼ぱれています。

５６％

甲重金 正徳、享保の中央貨幣の改鋳に伴って、享保６年（1721年）

に改鋳されたもので、１分・２朱・１朱・朱中の４種があり
ます。
品位は、甲安金より遥かに高品位です。

７３％

甲定金 柳沢氏の転封後、甲重金の鋳造が停止され、金貨が不足した

ため、享保10年（1725年）、甲府の両替商山形量彦右衛門
ほか５名が幕許を得て、自ら請負人となって、同12年から
17年まで増鋳しました。

種類は、１分・２朱・１朱・朱中の４種があり、品位は
おおむね甲重金と同じです。

６９％

［注］古甲金一新甲金の区分は、武田時代のものを「古甲金」

　　　する区分もある。
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　甲州は、フォッサマグナや中央構造線という地質構造をもち、その周辺は

「金」の鉱脈に恵まれていました。

　室町時代、戦国武将の武田氏は、のちに甲州金座となった松木氏や「明」から

帰朝した学僧たちを手厚く保護し、彼らから『金』の技術を学んで、黒川、湯之

奥、早川などの優れた金山を開発しました。　　　　　　　　　　　　　　・

また、金山の採掘技術は、城攻めの戦いにも生かされ、大きな戦果を挙げました。

　こうした金山技術は、のちに大久保長安によって佐渡金山などへと引き継がれ

ていきました。

●金泥

《主な甲州金山》
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●鎌倉時代

[渡来銭]

鉄工文の価値

７１１年（和銅４年）

　　　　　　　　‥－

もみ
穀６升をもって銭１文と定める
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①籾摺り歩合
　　穀６升は、米につくと３升になりますE朝日選書「貨幣の日本史」１

②昔の升と今の升
　　昔の１升は、今の40％に相当しますE朝日選書「貨幣の日本史」１

　　　　従って、米３升×40％　＝　今の米１升２合

③米１升の重さ

　　米１升は、約1.5kg位です。

　　　　従って、米１升２合　＝　1.2×1.5kg　＝　1.8kg

④現在の米価換算

　　今の米価は、1kgあたり平均して500～550円です。
　　　　従って、米１升２合の価額　＝　1.8kg〉く550円　＝　９９０円

◇銭1文の価値…以上から銭１文は、[コロ菟〇TT卯握ｺ　と考えられます。

１２３０年（寛喜２年） 米１石を銭１貫文と定める

①１文で買える米の量

　　１石＝150kg、銭１貫文＝銭1､000文ですから、
　　　　銭１文で買える米の量は、150kg÷1､000　＝　0.15kg

②現在の米価換算
　　現在の米価は、1kgあたり平均して500～550円です。

　　　　従って、現在の米価に換算しますと、0.15kgx550円　＝　82円

◇銭1文の価値…以上から銭１文は、「荊」‾p極月　と考えられます。

■江戸時代（1）米１石が金１両（銭４貫文＝銭4,000文）

①銭１文で買える米の量

　　米１石（150kg）の値段は、銭4､000文ですから、

　　　　銭１文で買える米の量は、150kg÷4､000（文）＝　0.0375kg

②現在の米価換算
　　今の米価は、1kgあたり平均して500～550円です。

　　　　従って、現在の米価に換算しますと、0.0375kgx550円　＝　21円

◇銭1文の価値…以上から銭１文は、[ｺｴE□

（2）そば１杯が銭16文

現在のそぱの値段

　　現在の「かけそば」は、４００円くらいです。

　　　　４００円が銭16文ですから、400円÷16　＝　25円

　◇銭１文の価値…以上から銭１文は、［2‾‾6‾r］

§従って、江戸時代の銭1文の価値は、皿　と考えられます。

山梨中銀 金融資料館
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国立銀行と継承銀行

腸成24年1月現在

都道府県 国立銀行名 開　業　　日 資本金(討剛 現在の継承銀行名

東京
神奈川
東京
新潟
大阪
福　島
高知

愛知
熊本
山梨

東京第　一
横浜第　二
東京第　三
新潟第　四
大阪第　五
福　島第　六
高知第　七
豊橋第　ハ
熊本第　九
山梨第　十

駒　　　　F
　　6.7.20

　　7.8.15

　　9.12.5

　　7.3.1

　　6.12.10

　　0.3.15

　　0、3.15

　　0.3.20
　　0.12.15

　　0.4，15

　　　　　預
１，５００

　　２５０

　　２００

　　３００

　　３００

　　１００

　　１００

　　１００

　　　５５

　　１５０

みずほ銀行
横　浜　銀　行
みずほ銀行
第　四　銀　行
三井住友銀行
みずほ銀行
四　国　銀　行
三菱東京ＵＦＪ銀行
みずほ銀行
山梨中央銀行

愛知
石川
大阪
長野
東京

岐阜
福　岡
長崎
長野
東京

名古屋第十－

金沢第十二
大阪第十三
松本第十　四
東京第十五

岐阜第十六
福　岡第十七
長崎第十八
上　田第十九
東京第二十

0.7.18

0.8.26

0.5.21

0.8.5

0.5.27

0.10.1

0.11.1

0.12.20

0.11.8

0.8.10

　　　１００

　　　２００

　　　２５０

　　　１００

１７，８２６．１

　　　　５０

　　　１０５

　　　１６０

　　　１００

　　　２５０

三菱東京ＵＦＪ銀行

北　陸　銀　行
三菱東京ＵＦＪ銀行

三井住友銀行
十　六　銀　行
福　岡　銀　行
十　八　銀　行
八十二銀行
みずほ銀行

滋賀
岡　山
大分
長野
福井
大阪
東京
静岡
愛媛
東京

長浜第二十一

岡　山第二十二
大分第二十三
飯山第二十四
小浜第二十五
大阪第二十六
東京第二十七
浜松第二十八
川ノ石第二十九
東京第三十

0.12.1

0.11.15

0.1.11

0.1.1

1..4

1.4.25

0.12.28

1.1.20

1.3.15

0.12.24

１００

　５０

　５０

　８０

　５０

　５０
２１０

１２０

１００

２５０

　滋　賀　銀　行

　みずほ銀行

　大　分　銀　行

　　(勁15.8官命鎖店)

三菱東京ＵＦＪ・福井銀行

　　(勁16.11官命餓店)

　静　岡　銀　行

　伊　予　銀　行

　三菱東京ＵＦＪ銀行

福　島

大阪
東京
大阪
静岡
東京
高知
兵庫
群馬
群馬

若松第三十一

大阪第三十二
東京第三十三
大阪第三十四
静岡第三十五
八王子･第三十六
高知第三十七
姫路第三十八
前橋第三十九
館林第　四　十

．１

．１

．１

．１

．ｌ

．１

．１

．１３

．１５

．２３

．８

．２０

．９

．５

１００

１３０

２００

１００

　７０

　５０

１５０

２３０

３５０

１５０

三菱東京ＵＦＪ銀行

三井住友銀行
　(胎25.5官命鎖店)
三菱東京ＵＦＪ銀行

静　岡　銀　行'
みずほ銀行
四　国　銀　行
三井住友銀行
群　馬　銀　行
みずほ銀行

栃木

大阪
和歌山
東京
東京
岐阜
千葉
秋　田
京都
茨城

栃木第四十－

大阪第四十二
和歌山第四十三
東京第四十四
東京第四十五
多治見第四十六
八幡第四十七
秋　田第四十八
京都第四十九
土浦第五十

.9.8

.10.18

.11.25

.8.1

.10，25

.7.15

.11.15

.1.4

.6.1

，9.9

２００

２００

２００

７００

１００

　５０

　９５

　５０

２００

１００

　みずほ銀行

　三菱東京ＵＦＪ銀行

三菱東京UFJ･紀陽･南都

みずほ銀行

　(勁31.10U滴斯解散)

北　陸　銀　行

秋　田　銀　行

みずほ銀行

常　陽　銀　行

ヽ

「



都道府県 国立銀行名 開　業　　目 資本金(鮭剃 現在の継承銀行名

大　阪

愛媛
島根

静岡
兵庫
兵庫

福井
大阪
青森
東京

岸和田第五十一

松山第五十二
津和野第五十三

沼津第五十四
出石第五十五
明石第五十六
武生第五十七
大阪第五十八
弘前第五十九
東京第六十

胎 　　　　　　i

1.12.5

1.9.25

2.2.1

1.10.11

1.11.1

1.8.4

1.10.28

1.11.28

2.1.20

1.9.2

　　　千円
１００

　７０
　８０

　７０

　５０

　５０

　５０

１２０

２００

２５０

三井住友銀行

伊　予　銀　行
山陰合同銀行

静　岡　銀　行

三井住友銀行

三井住友銀行

北　陸　銀　行

みずほ銀行

肯　森　銀　行

(殆31.8営業漬期解散)

福岡

茨城
長野
滋賀
鳥取
広島
山形

奈良
新潟
京都

久留米第六十－

水戸第六十二
松代第六十三

大津第六十四
烏取第六十五
尾道第六十六
鶴岡第六十七
郡山第六十八
長岡第六十九
　淀　第七十

1.11.20

1.10.25

1.12.1

1.7.20

2.1.4

2.4.20

1.12.1

2.1.11

1.12.20

2.4.1

１００

１００

１００

２５０

　７０
１８０

　８０

　８０

１００

　５０

三井住友銀行

常　陽　銀　行
八十二銀行

三井住友銀行
広　島　銀　行
荘　内　銀　行

南　都　銀　行
北　越　銀‘　行

新潟
山形

兵庫
神奈川
石川

岐阜
宮城
大分
島根

高知

村上第七十一

酒　田第七十二
兵庫第七十三
横浜第七十四

金沢第七十五
高須第七十六
仙台第七十七
中津第七十八
松江第七十九
高知第八十

1.11.15

1.11.25

1.12.22

1.7.30

2.1.25

2.1.6

1.12.9

1.11.20

1.11.23

1.10.28

　７０

　８０

　５０
２５０

　５０

　７０
２５０

　８０
１００

１００

第　四　銀　行

横　浜　銀　行

　(勁19.7封ｎ十五へ韻)

大垣共立銀行
七十七銀行

四　国　銀　行

山形

鳥取
三重
石川

埼玉
岡　山
裾　岡

岩手
徳島
岩手

山形第八十一
鳥取第八十二

上野第八十三
大聖寺第八十四
川越第八十五

高梁第八十六
大橋第八十七
一ノ関第八十八

徳島第八十九
盛岡第九十

1.12.13

1.11.24

1.10.18

2.1.4

1.12，17

2.5.1

1.12.5

1.11.5

2.5.20

1.12.2

　６ ０・

２００

　５０
　９０

２００

　８０

　８０

　５０

２００

１００

山　形　銀　行

みずほ銀行
百　五　銀　行
みずほ銀行
り　そ　な銀行
中　国　銀　行
みずほ銀行
岩　手　銀　行

岩　手　銀　行

福井

福井
福　島
兵庫
東京
福岡
佐賀
千葉
長崎
東京
福　島
長崎

山　口

福井第九十一

福井第九十二
三春第九十三
竜野第九十四
東京第九十五
柳河第九十六
小城第九十七
千葉第九十八
平戸第九十九
東京第　百
梁川　第百一
厳原第百二
岩　国第百三

l.12.9

　.2.2

　.1.22

　.2.13

　.0.17

2.1.4

2.3.25

1.12.7

2.2.15

1.9.4

1.11.3

2.1.28

1.12.2

　５０

１２０

　５０

　５０

２００

　５０

　５０

１２０

　５０

２００

　６０

　５０

　５０

北　陸　銀　行

東　邦　銀　行

三井住友銀行

福　岡　銀　行

　(勁32.2営業儡期解散)

千　葉　銀　行

親　和　銀　行

三菱東京ＵＦＪ銀行

　(勁31.1営業満期割1)

∩



都道府県 国立銀行名 開　業　　日 資本金ほ蜂） 現在の継承銀行名

茨城
三重
佐賀
福　島
福島
大分

山　口

水戸第百　四

　津　第百五

佐賀第百六
福　島第百七

須賀川第百八

佐伯第百九

山　口　第百十

胎　　　　a

　11.10.22

　　2.3.11

　　2.4.1

　　1.10.15

　　1.10.7

　　2.1.13

　12.3.10

　　　預
１００

　８０

３００

１００

　５０

　５０
６００

常　陽　銀　行
百　五　銀　行

三井住友・佐賀銀行

　(勁16.4官命鎖店)
大　分　銀　行
山　ロ　銀　行

京都

東京
北海道
香川
三重

新潟
長野

東京
東京
茨城

京都第百十一

東京第百十二
函館第百＋三
高松第百十四
亀山第百十五

新発田第百十六
飯　田第百十七
東京第百十八
東京第百十九
古河第百二十

．１２．１０

．１０．８

．ｌ．６

．１１．６

．１．１５

．２．５

．１．１５

．１２．９

．１．１１

．１１．１

　５０

１００

１５０

　５０

　７０

　５０

　５０

１００

３００

　５０

(勁31.3官命載店)

中央三井信託・北洋

百十四銀行

第　四　銀　行

八十二銀行

みずほ銀行

三菱東京ＵＦＪ銀行

大阪

三重

富　山
静岡
山形
大阪
香川

岐阜
岐阜
大阪

大阪第百二十一

桑名　第百二十二

富　山第百二十三
見附第百二十四

米沢第百二十五

大阪第百二十六
丸亀第百二十七

八幡第百二十八

大垣第百二十九
大阪第百三十

2.4.5

2.5.6

2.2.1

1.11.10

2.2.11

2.1.16

2.2.1

2.2.9

2.4.10

2.2.15

２２０

１５０

　８０

　５０

　８０

１００

１５０

　５０

　７０

２５０

三菱東京ＵＦＪ銀行

北　陸　銀　行

静　岡　銀　行

山　形　銀　行

　(勁15.11官命頷店)

四　国　銀　行

十　六　銀　行

大垣共‘立銀行

みずほ銀行

大阪

神奈川

滋賀
愛知
熊本
愛知
兵庫
静岡
新潟
山　形

大庭第百三十一

程ケ谷第百三十二

彦根第百三十三

名古屋第百三十四
宇土第百三十五

半　田　第百三十六

篠　山第百三十七
二俣第百三十八

高　田　第百三十九

山形第百四十

2.6.10

2.5.21

2.4.1

2.1.8

2.4.15

2.6.28

2.6.15

2.3.1

2.7.3

2.6.6

　６０

　７０

１００

１５０

　８０

　７０

　５０

　５０

１００

１００

三井住友銀行

滋　賀　銀　行
三菱東京ＵＦＪ銀行
肥　後　銀　行
みずほ銀行
三井住友銀行
静　岡　銀　行

第　四　銀　行
荘　内　銀　行

愛媛

千葉
千葉
宮崎
宮崎
広島
鹿児島
大阪
北海道
青森

西条第百四十一

銚子第百四十二

八街第百四十三

妖肥第百四十四

延　岡第百四十五

広島第百四十六

鹿児島第百四十七

大阪第百四十八

函館第百四十九

八戸第百五十

2.7.1

2.5.3

2.6.7

2.8.1

2.9.1

2.12.7

2.10.6

2.4.21

3.2.10

2.7，10

　５０

　５０

１００

　５０
　５０

　８０

４００
１００

１３０

　５０

広　島　銀　行

三井住友銀行
三菱東京ＵＦＪ銀行

宮　崎　銀　行
広　島　銀　行
鹿児島銀行
三菱東京ＵＦＪ銀行
三菱東京ＵＦＪ銀行

東　邦　銀　行

熊本
沖縄
京都

熊本第百五十一

沖縄第百五十二
京都第百五十三

12.10.25

13.3.15

12.12.5

　６５

１００

　８０ (馳19.1U封卜へ合併)

[注]（1）国立銀行時代に消滅｛鰻､S･など｝したものは、その旨を「現在の継承銀行名」欄へ（）書きした。

｛2け…｝は、国立偕行から普通銀行へ転換した後に消滅したもの、または不明なものを表す。
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